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あらまし  本稿では，住所情報を含む地域情報関連テキストを対象として，ユーザの与えるコンテキストに応じ

た「地域状況表示地図」を動的に生成するシステムの実現方式を示す．本方式は，コミュニティベースで蓄積され

た住所情報を含む文書の集合を，ユーザの与える任意のコンテキスト（任意のキーワードセット）によって評価し，

その結果を画像として地図上に重ね合わせることにより，ある場所とその周囲環境の空間的配置に関してコミュニ

ティが持つイメージ・印象・雰囲気を，地域状況表示地図として可視化する．本方式により，ある土地に関する情

報をテキストや単語の観点から一望することが可能となり，また，その評価結果を地図上に視覚的に表現すること

により，地理情報に応じた情報の把握や，その応用を可能にする．本稿では，ユーザの与えるコンテキストを場所

に関する俗称・印象・雰囲気として設定し，実験システムを構築し，その実現可能性を検証した． 
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1. はじめに  

情報が急速に増加する近年にあって，ユーザが個々

の情報源に個別にアクセスすることは困難な現状にあ

る．ユーザは，各自のコンテキストに従った有用な情

報の獲得を求める一方，情報の概観性・一覧性を求め

る傾向にある．一方で，ユーザは有用な情報獲得のた

め，コミュニティベースで蓄積された知識データを活

用する傾向にあるが，その信頼性について疑問を寄せ

る声も多く，また，個々の情報が分散された状態では

意味をなさない情報も少なくない．   
本研究は，これら情報の概観性・一覧性に対応する

可視化と，コミュニティベースの情報活用の両方の目

的に対応したシステムの実現方式を示す．  
現在，Google Maps [10] のような GIS API を利用し

た住所情報の応用範囲が広がっている．この技術を用

いて，コミュニティベースの文書情報を集約し，ユー

ザに何らかの有益な情報を与えることが可能である．  
既存の研究として，GIS を用いた情報検索 /提供技術

としては，地図インターフェースを用いたインタラク

ティブな都市情報検索システムの研究 [1]や地図コン

テンツと地図以外の異種情報源組み合わせた情報ナビ

ゲーションシステムの研究 [2]，地図インタフェース上

でのユーザ操作に基づく情報提供方式の研究 [3][4][5]
などがある．  

一方で，コミュニティベースの知識集約については，

ネットワークを介した知識の形成・蓄積，共有，提供・

利用を支援するコミュニティ知識ベース環境の構築に

関する研究 [6]，地図情報を用いた位置依存コミュニテ

ィ支援情報サイトの提案 [7]，知的活動を行うコミュニ

ティの情報空間を対象としたデータ管理方式の研究

[8][9]などがある．  
本方式の目的は，(1)インターネット上のコミュニテ



 
  
 

 

ィベースの情報源と現実空間とのリンケージ， (2)場
所・地域に関する任意の情報を緯度・経度で一つにま

とめ，処理する点，(3)地域状況の 2 次元地図上への可

視化において，状況の概観性・一覧性を高めることに

ある．  
一般に，情報検索 /情報提供技術は，ユーザの要求に

最も適合する情報・メディアデータの選択を目的とし

ている．確かに，ユーザの検索要求が特定の明確かつ

専門的なものである場合，可能な限りその要求に合致

する情報・メディアデータを選択することは重要であ

る．しかし，ユーザの要求が漠然としたものである場

合，必ずしも提供される情報・メディアデータが特定

のものである必要はない，と考えることが可能である．

したがって，ユーザの要求が不明確で不特定なもので

ある場合は，おおまかな情報源・メディアデータ集合

から情報を汲み取り，メタ情報として概要・概観を示

すシステムが有効なのではないかと考えられる．情報

爆発時代の膨大なデータ量を前提にすれば，ユーザも

個別の情報・メディアデータの信頼度に拘らずに，メ

タ情報として概要・概観を相対的に捉えることができ

ると考える．  
本論文は，以上の問題意識に基づき，コミュニティ

ベースで蓄積された住所情報を含む文書の集合を，ユ

ーザの与える任意のコンテキスト（任意のキーワード

セット）によって評価し，その結果を画像として地図

上に重ね合わせることにより，ある場所とその周囲環

境の空間的配置に関してコミュニティが持つイメー

ジ・印象・雰囲気を，ユーザが直感的に概要を把握で

きるような地域状況表示地図として可視化するシステ

ムの実現方式について述べる．  
本方式の基本アイデアを図 1 に示す．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1：本方式の基本アイデア  
 

2. 基本方式  
本システムは，(1)データ取得・変換プロセスと，(2)

データ評価・描画プロセスの二つのプロセスによって

構成される．システム構成図を図 2 に示す．  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2：システム構成図  

2.1. データ取得・変換プロセス 
データ取得・変換プロセスは，情報源であるコミュ

ニティベースで蓄積された HTML 文書集合よりテキス

トデータ部分と住所情報をメタデータとして抽出し，

住所情報を緯度経度に変換した後，テキストデータ部

分と緯度経度とを 1 セットとしたものを地域状況デー

タベースに格納する．このプロセスは，検索・描画プ

ロセスに必要な前処理プロセスである．  
STEP1： HTML 文書集合からのテキストデータと住

所情報の抽出  
STEP2：外部 API を用いた住所情報の緯度経度への

変換  
STEP3：テキストデータと住所情報の地域状況デー

タベースへの格納  
 

2.2. データ評価・描画プロセス 
本プロセスはまず，ユーザが指定した任意の文字列

（キーワード）をクエリとして，各文書におけるキー

ワードの出現回数を算出する．この出現回数は，各文

書のキーワードに対するスコアとして扱われる．ここ

では，１テキスト中の全単語数で割るなどの正規化を

行わず，単純に出現回数のみを扱う．また，形態素解

析や TF*IDF 計算は行わず，単語の活用については，

シソーラスを用いたクエリ拡張と，ヒューリスティク

スによる動詞・形容詞の語尾処理により，対応する．

これは，各文書の正確な特徴抽出やメタデータ抽出が

目的ではなく，文書中にある情報を最大限に利活用す

ることを目的とするためである．  
各文書の地図上における描画ポイントは，緯度経度

情報に応じて指定され，各文書の入力キーワードに対
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するスコアは，描画ポイントの円周の大きさに反映さ

れる画像が描画し，それを Google Maps[6]上にオーバ

ーラップさせることで，クエリに応じた地域情報表示

地図を生成する．  
STEP1：シソーラスを用いたクエリ処理・クエリ拡

張  
STEP2：文書集合におけるクエリ（任意の文字列）

の出現回数（スコア）を測定  
STEP3：地理情報を用いて，クエリに対するテキス

トデータの地図上における描画ポイントを特定  
STEP4：各テキストにおけるクエリの出現頻度（ス

コア）を描画ポイントの円周に反映  
STEP5：描画された画像を，2 次元地図上にオーバ

ーラップ  
 

3. 実現方式  
基本方式において設定した，データ取得・変換プロ

セス３STEP，データ評価・描画プロセス５STEP によ

って，本システムを実現した．  
 

3.1. データ取得・変換プロセス 
STEP1 対象となる情報源から，Perl の LWP モジュ

ール [11 ]を用いて逐次 Web ページ HTML 文書を取得す

る．取得した HTML 文書集合から，本文，住所，ペー

ジタイトルを，また記述されていれば時刻情報を，正

規表現によって取得する．ここで取得する住所情報の

なかには，番地に続いて施設名や，○○ビル x 階とい

った情報が付加されているものが少なくない．これら

は人間には役に立つが，緯度経度変換の際にはノイズ

となり，変換が失敗する原因となり得る．そこで，住

所情報に以下の正規表現をかけ，番地以降に現れる不

要な文字列を削除する．  

STEP2 ノイズを除去したのちに，Google Maps API
を用いて緯度経度へ変換を行う．  

STEP3 STEP2 において得られた緯度経度データを

Perl の Storable モジュール [12]を用いてデータを保存

する。  
 

3.2. データ評価・描画プロセス 
STEP1 データ評価・描画プロセスは，ユーザのク

エリ発行に応じて起動する．クエリは任意の文字列を

とるが，2 つの拡張オプションがある．  
 

(1) シソーラスによるクエリ拡張と語尾処理  
クエリ拡張には， Weblio[13]の提供するオンライ

ン・シソーラスを用いる．Weblio はプログラムからア

クセスするための API を提供していないため，対象の

ページを取得し，そこから正規表現で類義語を抽出す

る．  
語尾処理に関しては，予備実験過程において得られ

たヒューリスティクスを用いて，語尾に［い ,な ,る ,と ,
の ,く］のいずれかの文字があった場合，これらを削除

するというプロセスをとる．この語尾処理プロセスに

より，例えば「楽しい」は語尾の「い」が削られ「楽

し」となり，「楽しかった」「楽しく」などの語にマッ

チするようになる．ただし，クエリが 2 文字だった場

合はこの操作は行わない．例えば「広い」を「広」に

すると，ユーザの意図しないものにまでマッチしてし

まう可能性が大きくなるためである．  
 

(2) 時間軸を用いた絞込み  
文書の時間情報が付加されていた場合，これを用い

た対象の絞り込みが出来る．13 時から 15 時のあいだ

のもの，という指定や，月や日，曜日なども条件に指

定することができる．  
STEP2 発行されたクエリを用いて，文書の評価を

行う．クエリである文字列（キーワード）が各文書中

に何回出現するかをカウントし，出現回数をその文書

の評価値（スコア）とする．  
STEP3 STEP2 において算出された評価値をもとに，

画像を描画する．そのためには，緯度経度をピクセル

単位の x,y 座標に変換する必要がある．そこで，以下

の関数を用いて変換を行う．  

ここで用いられている$lat_unit, $lng_unit とは，それ

ぞれ，ある拡大度で表示した GoogleMaps 上で，1 ピク

セル移動した際の緯度経度の変化量である．$lat_start
と$lng_start はそれぞれ生成中の地図の開始点を示す．

ピクセルへと変換したい緯度経度を$lat と$lng に入れ

ることで，その画像上での座標を得ることが出来る．  
STEP4 STEP3 によって得られた座標と評価値をも

とに，画像の描画を行う．描画には，Perl の GD モジ

my $dash = "[-ー―]"; 

my $num = "(?:[0-9]|[一 二 三 四 五 六 七 八 九 十 ]|[０-

９])+"; 

my $regxp = "(.+?)($num(?:(?:丁目?)|$dash|(?:番

地?)))($num(?:(?:番地?)|$dash|

号)?)?($num(:?号)?)?(.*)"; 

$address =~ s/$regxp/$1$2$3$4/ 

my $lat_unit  = -0.0000347622506703975; 

my $lng_unit  = 0.00004284381866455; 

sub latlng2pix { 

    my ($lat, $lng) = @_; 

    return(($lng-$lng_start)/$lng_unit, 

($lat-$lat_start)/$lat_unit); 

} 



 
  
 

 

ュール [14]を用い，評価値を直径とした円を先ほど得

た座標に，半透明色で描く．これを，クエリにヒット

した全ての文書について行うことで，1 地図に対応す

る 1 画像が生成される．  
STEP5 最後に，生成した画像を GoogleMaps 上に

オーバーラップさせる．これには，外部ライブラリで

ある TPhoto[15]を用いる．  
 

4. 実験  
ここでは，ユーザの与えるコンテキストを場所に関

する俗称・印象・雰囲気として，検索条件にクエリ拡

張と時間帯を設定し，3 章で記述した実現方式により

構築した実験システムを用いて，本方式の実現可能性

を検証する．  
実験 1：空間的分布についての有効性の評価実験  
実験 2：時間的推移についての有効性の評価実験  
 

4.1. 実験 1 
本実験では，本システムを用いたユーザによる情報

の把握・分析についての有効性を検証する．対象とす

る地域情報関連テキストとして，京王グループの提供

するコミュニティベースの沿線情報サイトである「街

はぴ」[16]を用いる．街はぴでは，「ライター」と呼ば

れる一般の人々が施設や店舗，イベント等についての

情報を投稿しており，累計の情報件数は 4000 を越えて

いる．  
本実験では，このサイトの投稿情報を全て取得し，

名詞による実験と形容詞による実験を行った．  
 

4.1.1. クエリに名詞を用いた実験  
図３は，一般的な地図表示システムにおいては表示

されにくい俗称である，「商店街」というクエリを入力

した際の出力結果である．  
一見して，幡ヶ谷，笹塚，下北沢から北，また下高  

井戸駅の周辺に商店街が広がっていることを見て取る

ことができ，これは実際の商店街の所在の通りである． 
また本システムの可視化・描画方法は，円周の大き

さと半透明円の重なり部分によって文書の件数の多さ

を示すため，結果的に「より活気のある商店街」を強

く表示することが可能である．  
 

4.1.2. クエリに形容詞を用いた実験  
図 4 は，「楽しい」というクエリに対する評価結果

を赤色，「静か」というクエリに対する評価結果を青色

で描画・表示したものである．新宿，渋谷，吉祥寺な

どの繁華街に情報が集中していることが見てとれるが， 
同程度の大きさの円がまばらに分散していることを考

慮すると，これはもとの文書数の分布傾向がそのまま

表れているものであると考えられる．また，赤と青の

円の分布に差が認められないことから，クエリによっ

て文書が有意に分類されていないものと判断した．  
 そこで，それぞれの円の大きさに上下左右 10 ピクセ

ル範囲の文書数の逆数をかけて再度描画を行った．そ

の結果が図 5 である．たしかに文書の配置の偏りは解

消されているように見えるが，文書数の偏りもその情

報源が持っている重要な情報の一つと考えると，その

情報を損なう結果であり，クエリに対する文書スコア

計算の際に文書長による正規化を行わないという当初

の方針に反した結果であるとも考察できる．この点に

ついては，今後の検討課題である．   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

図３：京王線沿線の地域状況について“商店街”

をクエリとした場合の出力結果 (部分 )．商店街が自

動的に評価され，地図上に表示されている．  

図４：京王線沿線の地域状況について“楽しい”

“静か”をクエリとし，前者を赤，後者を青で出力

した結果．“楽しい”“静か”というキーワードを含

む文書が反応し，その位置に円が描画されている．



 
  
 

 

07:00 
子 供 の 登 校 時 刻 で

あるため，事件件数

が多い  

09:00 
登 校 時 間 直 後 は

事 件 件 数 が 著 し

く減少する  

15:00 
下 校 時 刻 が 最 も 事 件

件数が多い．  

20:00 
夜間は 09 時とほぼ

同 水 準 で あ る こ と

がわかる  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4.2. 実験 2 
本実験では，本システムが，入力クエリに関連する

情報の時間的推移についてどの程度表示可能であり，

ユーザによる情報の把握・分析にどの程度有効である

かを考察する．対象とする地域情報関連テキストとし

て，大阪府警察安まちメール [17]を用いる．大阪府警

安まちメールとは，大阪府内で発生した軽犯罪の情報

を，種別，詳細事項，場所，発生時刻を記述したかた

ちで提供している Web サイトである．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

このサイトでは個別事件に関する情報提供の他に，

事件の発生件数の 2 次元地図上へのマッピングと可視

化表示 [11]を独自に行っている．これは事件の起こっ  
た地点に，発生時期に応じたマーカーを表示する手法

をとっている．しかし，(1)大量の情報をマーカーによ

って表示していることで視認性に欠けること，(2)提供

者の指定した分類による地図しか閲覧できないこと，

(3)時間情報を任意に活用できないこと，(4)他地図との

比較が困難であることなどから，本システムの適用に

より，利用者に新たな価値を提供できると考えた．  
図６は，クエリ「子供，被害」で一時間刻みに時刻

指定をして出力したものからの抜粋である． 登下校時

刻，とくに下校時刻に事件件数が増加すること，登校

時間直後は発生件数が著しく現象すること，などの情

報を表出させることに成功している．  
また地図を詳細に見ていくと，図７で示すような一

部分だけ事件の発生していないスポットの存在が見て

取れる．本システムによってこのようなスポットを発

見し，更に時間帯や曜日ごと，または入力するキーワ

ードを変えた出力により「なぜここでは子供の被害が

ないのか」という分析を多面的に行い，他地域での防

犯に役立てるといった応用が考えられる．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６：大阪府の治安状況について，“子供”“被害”

をクエリとした場合の一時間ごとの出力結果 (部分 )

図５：図４と同じ実験について，文書分布数に基づ

いた重み付けをおこなった場合の結果出力  



 
  
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図７：図６と同じ実験における１５時の地図における，

局所的に事件が発生していないスポット．  
 

5. 考察  
単純な単語のパターンマッチによっても，クエリが

名詞の場合は地域情報関連テキストから有意な地域状

況を抽出可能なことがわかった．とくに商店街の例で

は，「人々が商店街だと認識している範囲」を可視化で

きたことから，コミュニティベースのテキスト集合か

ら地域状況表示地図の生成に成功したと言える．   
しかしクエリが形容詞である場合には，必ずしも意

味のある結果が出たとは言えず，こちらは文書の評価

方法等について再検討が必要である．  
また，シソーラスでクエリの拡張を行った際に，ユ

ーザ意図とかけはなれた意味の単語にまで拡張されて

しまう例があり，拡張後にクエリに用いる単語を選別

できるインターフェースの構築，または，クエリの拡

張方法自体の再考の必要性を感じた．  
 

6. 結論および今後の展望  
本稿では，住所情報を含む地域情報関連テキストを

対象として，ユーザの与えるコンテキストに応じた「地

域状況表示地図」を動的に生成するシステムの実現方

式を示した．本方式は，コミュニティベースで蓄積さ

れた住所情報を含む文書の集合を，ユーザの与える任

意のコンテキスト（任意のキーワードセット）によっ

て評価し，その結果を画像として地図上に重ね合わせ

ることにより，ある場所とその周囲環境の空間的配置

に関してコミュニティが持つイメージ・印象・雰囲気

を，地域状況表示地図として可視化するものである．

本稿では，ユーザの与えるコンテキストを場所に関す

る俗称・印象・雰囲気として設定し，実験を行い，本

方式によって，ある土地に関する情報をテキストや単

語の観点から一望することが可能となり，また，その

評価結果を地図上に視覚的に表現することにより，地

理情報に応じた情報の把握や，その応用を可能にする

ことを検証した．  
今後は，本システムを，多様な情報源に対応可能な，

より汎用的な検索エンジンとして実装を進め，定量的

実験を行うことにより，本システムの実用可能性につ

いて検証する．  
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